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①
新
た
な
財
源
の
確
保
に
向
け
た
取
組
（
国

県
の
補
助
金
等
有
利
な
財
源
確
保
、
村
広

報
誌
の
広
告
収
入
等
ア
イ
デ
ィ
ア
を
活
用

し
た
自
主
財
源
確
保
等
）

②
結
婚
・
子
育
て
応
援
（
小
中
学
校
給
食
費

の
無
償
化
と
保
育
料
の
無
料
化
等
）

③
教
育
環
境
の
整
備
（
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
や

一
人
一
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
更
新
、
小
学
校
統

合
に
向
け
更
な
る
検
討
を
行
う
等
）

④
高
齢
者
支
援
（
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
券
助
成

の
継
続
等
）

⑤
地
域
産
業
の
振
興
（
ブ
ラ
ン
ド
米
の
確
立

や
ス
マ
ー
ト
農
業
の
普
及
推
進
、
㈱
会
津

湯
川
フ
ァ
ー
ム
と
の
連
携
強
化
等
）

⑥
住
民
活
動
の
推
進
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
育
成
や
活
動
支
援
等
）

⑦
移
住
・
定
住
の
促
進
、
地
域
の
魅
力
発
信

⑧
Ｄ
Ｘ
の
推
進
（
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
積
極
的
な
情
報
発
信
等
）

⑨
職
員
の
資
質
向
上

⑩
社
会
教
育
・
生
涯
学
習
や
、
保
険
・
子
育

て
支
援
を
併
せ
持
つ
複
合
施
設
の
建
設

３月
定例会

３
月
定
例
会
が
３
月
５
日
か
ら
14
日
ま
で
10
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

村
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
令
和
７
年
度
各
会
計
の
当
初
予
算
を
は
じ
め
、
補
正
予
算
や
条
例
の
改
正
な
ど
24
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
一
般
会

計
に
つ
い
て
は
、
複
合
施
設
建
設
に
係
る
予
算
に
お
い
て
、
令
和
７
年
度
に
作
成
す
る
第
６
次
湯
川
村
振
興
計
画
の
中
に
も
盛
り
込
ま
れ
る
べ
き
大
事
な

案
件
に
も
関
わ
ら
ず
、
村
民
説
明
会
の
前
に
計
上
し
た
こ
と
や
、
道
路
除
雪
費
に
係
る
予
算
に
お
い
て
は
、
他
市
町
村
と
比
べ
て
も
予
算
額
が
高
く
積
算

根
拠
に
も
疑
問
が
残
る
た
め
、
こ
れ
ら
２
事
業
に
つ
い
て
は
、
村
民
に
理
解
を
頂
け
な
い
内
容
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
か
ら
、
伊
藤
議
員
よ
り
修

正
動
議
が
提
出
さ
れ
、
議
長
を
除
く
８
名
の
う
ち
、
賛
成
７
、
反
対
１
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
先
の
２
事
業
に
関
連
す
る
予
算
を
修
正
し
た
一

般
会
計
予
算
が
提
出
さ
れ
、
再
度
審
議
を
行
い
全
議
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
10
日
・
11
日
の
２
日
間
行
わ
れ
た
一
般
質
問
に
は
、
８
名
が
登
壇
し
佐
野
村
政
に
つ
い
て
問
い
ま
し
た
。

令和７年度 一般会計予算
修正動議を踏まえたうえで 可決！
３０億６，８８５万１千円でスタート！

令
和
７
年
度

村
の
施
政
方
針

Ⅰ　安全・安心で誰もが快適に住めるむらづくり（主に総務課）
・市町村生活交通対策事業負担金� １１，０３０千円
・生活交通対策事業負担金� ６，４９９千円
・会津若松地方広域市町村圏整備組合負担金（消防）� １０２，４２１千円
・消防団員報酬� ８，８９１千円
・消防団費用弁償� ３，０４２千円
・会津若松地方広域市町村圏整備組合負担金（清掃）� ２８，６９１千円
・一般廃棄物ほか資源物等収集運搬委託料� １１，０９１千円

第五次湯川村振興計画基本目標に関連のある主な重点事業

Ⅱ　いつでも健康で共に支え合えるむらづくり（住民課）
・社会福祉協議会運営交付金� １５，４００千円
・高校生冬期間通学支援金� １，４２５千円
・冬季生活支援事業扶助費� １，２００千円
・湯川村デイサービスセンター指定管理委託料� ９，５００千円
・重度心身障がい者医療費扶助費� ７，８００千円
・介護給付費（障がい者扶助費）� ８６，４９６千円
・地域生活支援事業費（障がい者扶助費）� ３，０６３千円
・障がい児給付費� １２，６４８千円
・敬老祝金� １，７００千円
・老人クラブ連合会運営費補助金� １，２４５千円
・福祉タクシー・バス利用料金助成事業� ５，２５０千円
・出産・就学祝助成金� ２，２５０千円
・児童手当(扶助費)� ６３，７２５千円

令和７年度 重点事業
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Ⅲ　美しい田園風景と活力ある産業基盤のむらづくり
（主に産業建設課）

・湯川村農家応援事業委託料（ふるさと納税）� ２２，９１１千円
・「人の駅・川の駅・道の駅」指定管理委託料� ２０，２５３千円
・地域担い手育成支援事業補助金� １０，０００千円
・若者定住促進事業補助金� ９，０００千円
・結婚新生活支援事業補助金� ９００千円
・会津湯川米ブランド化事業委託料� ９，９７０千円
・地域水田農業特別奨励助成金� １４，９００千円
・スマート農業導入支援事業補助金� ２，０００千円
・頑張る若者応援！新規就農者支援事業補助金� １，８００千円
・環境にやさしい農業推進事業補助金� ４，８００千円
・多面的機能支払交付金（共同）補助金� ４４，３６８千円
・多面的機能支払交付金（長寿命化）補助金� １６，９９７千円
・道の駅あいづ屋外舗装等修繕工事費� ３，９３６千円
・車道用除雪機購入費� ３０，９０８千円

Ⅳ　笑顔で学ぶ心豊かなむらづくり（教育委員会）
・保育所給食業務委託料� １１，８８０千円
・笈川小学習用タブレット端末更新� ７，７６９千円
・勝常小学習用タブレット端末更新� ７，８４１千円
・湯川中学習用タブレット端末更新� ６，６８０千円
・湯川中学校教師用教科書・指導書及びデジタル教科書購入費� ２，９３６千円
・中体連等選手派遣費� ５，４１８千円
・幼稚園副食調理業務委託料� ９，８７４千円
・幼稚園スチームコンベクション更新� １，８７０千円
・学校給食喫食負担金� １６，４８６千円
・学校給食施設運営負担金� ２０，７２０千円
・堂後遺跡及び勝常寺旧境内総合調査報告書作成事業� １５，７９６千円

Ⅴ　お互いに心行き交うむらづくり（主に総務課）
・過疎地域自立促進基金積立事業� ３５，０００千円
・公共施設等整備基金元金積立金� ３０，０００千円
・ふるさと納税基金元金積立金� ２５，０００千円
・ガバメントクラウド使用料� ３４，２３５千円

▲ 湯川米ブランド化事業

▲ 中体連等へ選手派遣

Ⅱ　いつでも健康で共に支え合えるむらづくり（住民課）
・ひとり親家庭医療費扶助費� １，２００千円
・妊産婦検診及び新生児聴覚検査委託料� ２，４７６千円
・子どもの医療費助成事業� １５，３６０千円
・インフルエンザ予防接種事業（高齢者）� ３，９２２千円
・インフルエンザ予防接種事業（１８歳以下）� １，５８６千円
・住民総合健診・がん検診・予防接種事業� １５，７１６千円
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第
５
７
１
回
臨
時
会

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

物
価
高
騰
対
応
重
点
事
業

と
し
て
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

等
へ
の
給
付
事
業
・
湯
川
村
生

活
応
援
商
品
券
交
付
事
業
（
一

人
６
，
０
０
０
円
）
等
を
全
員

賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

第
５
７
２
回
定
例
会

令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算

令
和
７
年
度
一
般
会
計
当
初

予
算
は
、
村
の
指
針
で
あ
る

「
第
五
次
湯
川
村
振
興
計
画
後

期
計
画
」
及
び
、
地
方
創
生
人

口
減
少
対
策
に
係
る
「
第
二
期

湯
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
に
掲
げ
る
各

種
施
策
の
着
実
な
推
進
と
と
も

に
、
「
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
湯
川

村
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
村

が
抱
え
る
課
題
の
解
決
と
持
続

的
か
つ
発
展
可
能
な
未
来
に
向

け
、
豊
か
で
希
望
が
持
て
る
湯

川
村
を
築
き
上
げ
て
い
く
こ
と

を
念
頭
に
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

厳
し
い
財
政
状
況
下
に
あ
っ

て
も
、
村
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の

質
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
ま
た
、
歳
入
に
見
合
っ

た
歳
出
構
造
を
確
立
し
、
将
来

に
向
け
て
財
政
負
担
を
後
年
度

に
先
送
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営

を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。厳

し
い
財
政
状
況
を
し
っ
か

り
と
認
識
し
、
事
業
の
必
要
性

や
優
先
度
、
費
用
対
効
果
に
つ

い
て
十
分
に
検
証
し
、
事
業
の

ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル

ド
の
徹
底
に
努
め
、
創
意
工
夫

に
よ
り
少
な
い
経
費
で
最
大
の

効
果
を
上
げ
る
予
算
執
行
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

村
よ
り
提
案
さ
れ
た
当
初
予

算
案
を
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

複
合
施
設
建
設
事
業
費
に
お
い

て
は
、
重
大
な
案
件
で
あ
り
、

建
設
予
定
地
等
、
住
民
説
明
会

開
催
前
の
予
算
計
上
で
あ
る
こ

と
や
、
道
路
除
雪
費
お
い
て
、

防
雪
柵
設
置
・
撤
去
作
業
委
託

料
と
村
道
除
雪
委
託
料
は
他
市

町
村
と
比
べ
予
算
額
が
高
く
、

積
算
根
拠
に
疑
問
が
残
る
な
ど

の
理
由
か
ら
修
正
動
議
を
賛
成

多
数
で
可
決
し
、
修
正
後
の
予

算
を
歳
入
歳
出
予
算
総
額
30
億

６
，
８
８
５
万
１
千
円
と
し
賛

成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

公
共
施
設
等
整
備
調
査
特
別
委

員
会
報
告

「
湯
川
村
の
公
共
施
設
等
の

整
備
に
つ
い
て
必
要
な
調
査
研

究
を
行
い
、
助
言
や
提
言
を
行

う
」
こ
と
を
目
的
に
設
置
さ
れ

た
特
別
委
員
会
の
令
和
６
年
度

ま
で
の
活
動
に
つ
い
て
、
定
例

会
初
日
に
伊
藤
委
員
長
か
ら
次

の
と
お
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

小
学
校
プ
ー
ル
の
修
繕
に
つ

い
て
、
意
見
聴
取
や
現
地
調
査

を
重
ね
、
児
童
が
安
全
に
水
泳

の
授
業
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

効
率
的
で
費
用
負
担
を
抑
え
た

環
境
整
備
の
助
言
を
行
い
ま
し

た
。複

合
施
設
建
設
に
つ
い
て
、

村
長
と
の
意
見
交
換
の
実
施
や
、

県
内
の
先
進
地
を
視
察
し
見
識

を
深
め
て
き
ま
し
た
。
村
を
取

り
巻
く
環
境
は
急
激
に
変
化
し

て
お
り
、
複
合
施
設
の
建
設
が

本
当
に
必
要
な
の
か
再
度
検
討

し
、
小
学
校
統
合
や
旧
校
舎
の

利
活
用
を
含
め
、
村
の
総
合
的

な
公
共
施
設
建
設
計
画
を
策
定

し
、
住
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る

施
設
を
建
設
す
る
よ
う
提
言
し

ま
し
た
。

令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算
を

修
正
可
決
！！

議案
番号

件　　　　　　　　　　　　　名 賛否

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

廣
川
文
夫

伊
藤
幸
喜

片
桐
英
子

三
澤
榮
三

篠
竹
正
弘

高
倉
好
博

斎
藤
賢
一

小
沢
甲
市

小
野
澄
雄

1 令和６年度湯川村一般会計補正予算（第５号） 可決 〇○○○○○○○
議
長

第571回  ２月臨時会における議員の賛否の公表

主
な
議
会
の
内
容

湯川村議会基本条例第４条６項に基づき公表いたします。

○複合施設建設事業費関係
　・用地測量設計委託料� 580万円
　・造成設計委託料� 1,000万円
　・基本設計実施設計委託料� 4,700万円
　・土地購入費� 2,100万円

○道路除雪費関係
　・防雪柵設置・撤去作業委託料� 3,349万5千円
　・村道除雪委託料� 1,685万4千円

修正動議で減額措置された歳出予算
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第572回  3月定例会における議員の賛否の公表

議案
番号

件　　　　　　　　　　　　　名 賛否

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

廣
川
文
夫

伊
藤
幸
喜

片
桐
英
子

三
澤
榮
三

篠
竹
正
弘

高
倉
好
博

斎
藤
賢
一

小
沢
甲
市

小
野
澄
雄

2 令和７年度湯川村一般会計予算（修正動議後）
修正
可決

〇○×○○○○○
議
長

3 令和７年度湯川村国民健康保険特別会計予算 可決 〇○○〇○○○○
議
長

4 令和７年度湯川村下水道事業会計予算 可決 〇○○〇○○○○
議
長

5 令和７年度湯川村介護保険特別会計予算 可決 〇○○〇○○○○
議
長

6 令和７年度湯川村後期高齢者医療特別会計予算 可決 〇○○〇○○○○
議
長

7 令和７年度湯川村墓地事業特別会計予算 可決 〇○○〇○○○○
議
長

8 令和６年度湯川村一般会計補正予算（第６号） 可決 〇○○〇○○○○
議
長

9 令和６年度湯川村国民健康保険特別会計補正予算（第５号） 可決 〇○○〇○○○○
議
長

10 令和６年度湯川村下水道事業会計補正予算（第４号） 可決 〇○○〇〇○○○
議
長

11 令和６年度湯川村介護保険特別会計補正予算（第３号） 可決 〇○○〇○○○○
議
長

12
令和６年度湯川村後期高齢者医療特別会計補正予算
（第２号）

可決 〇○○〇○○○○
議
長

13 湯川村地域活性化施設条例の一部を改正する条例について 可決 〇○○〇○○○○
議
長

14
湯川村職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正
する条例について

可決 〇○○〇○○○○
議
長

15
職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例につ
いて

可決 〇○○〇○○○○
議
長

16
湯川村特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に
関する条例の一部を改正する条例について

可決 〇○○〇○○○○
議
長

17 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 可決 〇○×〇○○○○
議
長

18
刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理
に関する条例について

可決 〇○○〇○○○○
議
長

19 湯川村税条例の一部を改正する条例について 可決 〇○○〇○○○○
議
長

20
湯川村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

可決 〇○○〇○○○○
議
長

21
湯川村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例について

可決 〇○○〇○○○○
議
長

22
湯川村ひとり親家庭医療費の助成に関する条例の一部を改
正する条例について

可決 〇○○〇○○○○
議
長

23 湯川村国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 可決 〇○○〇○○○○
議
長

24 指定管理者の指定について（湯川村地域活性化施設） 可決 〇○○〇○○○○
議
長

25
湯川村固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求
めることについて

同意 無記名投票の結果　賛成８票、反対０票

＊「○」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席、議長は議決に加わらないため議長裁決以外は「議長」と表記。
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村
政
を
問
う

一
般
質
問

３
月
定
例
会

議
員

  

一
般
質
問

公
共
施
設
の
総
合
的
な
計
画

に
つ
い
て

問

複
合
施
設
建
設
予
定

地
の
候
補
地
は
村
民
の

意
見
を
反
映
し
て
進
め
て
い
る

の
か
、
ま
た
、
今
後
予
定
さ
れ

る
統
合
小
学
校
建
設
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
施
設
な
ど
、
公
共

施
設
建
設
予
定
地
を
総
合
的
に

判
断
し
て
い
る
の
か
伺
う

答

「
湯
川
村
複
合
施
設

建
設
基
本
計
画
」
で
は
、

候
補
地
に
つ
い
て
従
来
候
補
地

で
あ
っ
た
現
公
民
館
敷
地
と
、

新
た
な
候
補
地
Ｊ
Ａ
南
側
水
田

の
比
較
検
討
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

複
合
施
設
は
公
民
館
機
能
と

保
健
セ
ン
タ
ー
機
能
が
一
体
化

し
ま
す
の
で
、
来
館
さ
れ
る
方

が
一
層
混
み
合
う
状
況
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
混
雑

解
消
や
、
有
事
の
際
の
避
難
施

設
と
し
て
機
能
さ
せ
る
に
は
一

定
程
度
駐
車
場
を
含
め
た
ス
ペ

ー
ス
の
確
保
は
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
基
本
構
想
の
コ
ン
セ

プ
ト
で
あ
る
「
今
後
の
村
の
発

展
を
支
え
、
長
き
に
わ
た
っ
て

村
の
中
核
施
設
と
し
て
の
役
割

を
果
た
せ
る
よ
う
な
施
設
」
。

ま
た
、
施
設
建
設
地
に
つ
い

て
は
、
制
約
が
少
な
く
、
余
裕

を
持
っ
た
建
設
地
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
Ｊ
Ａ
南
側
水
田
を
候

補
地
と
し
て
お
示
し
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

村
民
の
皆
様
に
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
及
び
基
本
計
画
の
概

要
版
を
全
戸
に
お
配
り
し
て
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後

は
住
民
説
明
会
を
開
催
し
、
村

民
の
皆
様
へ
村
の
考
え
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

統
合
小
学
校
に
つ
き
ま
し
て

は
、
議
論
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
の
で
、
具
体
的
な

建
設
予
定
地
な
ど
は
白
紙
の
状

態
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
統

合
小
学
校
で
教
育
環
境
等
、
様

々
な
こ
と
を
し
っ
か
り
と
整
理

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
統
合

小
学
校
に
近
い
場
所
で
運
営
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

◎
提
案

財
源
計
画
も
統
合
小
学
校
建

設
を
含
め
総
合
的
に
計
画
し
、

村
所
有
の
土
地
を
有
効
的
に
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
の
か

危
機
管
理
体
制
に
つ
い
て

問

①
湯
川
村
雪
害
対
策
本

部
の
設
置
と
組
織
構
成

に
つ
い
て
伺
う

答

２
月
４
日
か
ら
の
大

雪
は
、
例
年
の
２
倍
を

超
え
る
降
雪
量
と
な
り
、
住
民

生
活
に
も
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ

す
恐
れ
が
予
測
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
村
で
は
２
月
８
日
に
課
長

会
を
開
催
し
、
湯
川
村
雪
害
対

策
本
部
設
置
要
綱
を
定
め
、
村

機
能
の
維
持
、
道
路
交
通
の
確

保
及
び
住
民
生
活
の
安
定
並
び

に
被
害
防
止
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
同
日
付
で
湯
川
村
雪
害

対
策
本
部
を
設
置
し
ま
し
た
。

問

②
災
害
救
助
法
適
用
の

経
緯
に
つ
い
て
伺
う

答

２
月
７
日
に
県
よ
り

災
害
救
助
法
の
適
用
の

意
向
照
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、

法
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は

災
害
対
策
本
部
体
制
整
備
が
条

件
で
あ
り
、
既
に
村
で
は
大
雪

に
関
す
る
対
応
策
に
つ
い
て
、

情
報
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、

高
齢
者
宅
へ
の
除
雪
支
援
や
安

否
確
認
等
の
対
応
を
し
て
お
り

ま
し
た
。
大
雪
に
よ
る
大
き
な

被
害
情
報
が
入
っ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
や
警
報
が
発
令
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

２
月
７
日
時
点
で
は
適
用
意
向

な
し
と
回
答
し
て
お
り
ま
す
。

他
市
町
村
よ
り
遅
れ
た
形
で

の
対
応
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
村

民
の
皆
様
に
不
安
を
与
え
る
結

果
と
な
っ
た
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
今
後
は
、
更
な
る
危
機
感

を
も
っ
て
村
民
の
安
全
確
保
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問

大
雪
の
中
実
施
し
た

ス
キ
ー
教
室
に
問
題
は

な
か
っ
た
の
か
伺
う

答

会
津
地
方
の
ほ
ぼ
全

域
に
警
報
が
発
令
さ
れ
、

教
育
委
員
会
と
し
て
も
翌
日
に

予
定
さ
れ
た
両
小
学
校
の
ス
キ

ー
教
室
を
実
施
出
来
る
か
様
々

な
視
点
か
ら
検
討
し
ま
し
た
。

何
よ
り
も
重
視
し
た
こ
と
は

「
子
供
達
の
安
全
・
安
心
」
で

す
。
当
日
は
雪
も
風
も
さ
ほ
ど

ひ
ど
く
は
無
い
こ
と
を
判
断
し

て
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

問

湯
川
村
安
全
安
心
７

－

７
方
式
を
実
施
し
な

い
で
突
然
休
校
に
し
た
理
由
は

な
ぜ
か
。

答

２
月
７
日
の
朝
は
、

通
学
路
の
歩
道
や
、
各

学
校
の
駐
車
場
の
除
雪
が
間
に

合
わ
な
い
ほ
ど
の
降
雪
が
あ
り
、

臨
時
休
校
と
致
し
ま
し
た
。

◎
提
案

突
然
の
休
校
は
保
護
者
に
と

っ
て
戸
惑
い
が
あ
る
。
休
校
に

す
る
の
で
あ
れ
ば
早
め
の
連
絡

が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

安
心
出
来
る
学
校
の
あ
り
方

上記ＱＲから
動画でご覧に
なれます。

伊
藤

幸
喜

記録的な豪雪
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村
政
を
問
う

一
般
質
問

３
月
定
例
会

議
員

  

一
般
質
問

令
和
７
年
度
予
算
に
つ
い
て

問

令
和
７
年
度
一
般
会

計
当
初
予
算
（
案
）
に

お
い
て
、
重
点
的
に
行
っ
た
予

算
配
分
に
つ
い
て
伺
う

答

令
和
７
年
度
は
、
第

五
次
湯
川
村
振
興
計
画

後
期
計
画
の
最
終
年
度
と
な
る

こ
と
か
ら
、
各
種
施
策
を
着
実

に
進
め
る
と
と
も
に
、
「
生
ま

れ
変
わ
ろ
う
湯
川
村
」
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
の
下
、
村
が
抱
え
る
課

題
解
決
と
持
続
的
か
つ
発
展
可

能
な
未
来
に
向
け
、
次
の
10
の

取
組
を
最
重
点
項
目
と
し
て
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

一
つ
目
は
、
新
た
な
財
源
の

確
保
に
向
け
た
取
組
で
あ
り
ま

す
。交

付
金
や
補
助
金
な
ど
の
有

利
な
財
源
の
活
用
に
努
め
ま
す
。

二
つ
目
は
、
結
婚
・
子
育
て

へ
の
支
援
で
あ
り
ま
す
。

子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担

軽
減
の
た
め
、
小
中
学
校
給
食

費
の
無
償
化
と
保
育
費
の
無
料

化
の
継
続
と
、
「
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
」
を
新
た
に
設
置
し
、

相
談
・
支
援
体
制
の
強
化
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

三
つ
目
は
、
教
育
環
境
の
整

備
で
あ
り
ま
す
。

施
設
環
境
の
整
備
と
、
デ
ジ

タ
ル
教
科
書
や
一
人
一
台
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
更
新
な
ど
充
実
し
た

教
材
の
提
供
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

四
つ
目
は
、
高
齢
者
へ
の
支

援
で
あ
り
ま
す
。

病
気
の
早
期
発
見
と
重
症
化

予
防
に
努
め
る
と
と
も
に
、
交

通
費
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
助
成
を
継
続

い
た
し
ま
す
。

五
つ
目
は
、
地
域
産
業
の
振

興
で
あ
り
ま
す
。

ブ
ラ
ン
ド
米
の
知
名
度
向
上

と
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
普
及
促

進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に

よ
る
地
元
事
業
所
の
消
費
拡
大

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

六
つ
目
は
、
住
民
活
動
の
推

進
で
あ
り
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
育
成

と
活
動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。七

つ
目
は
、
移
住
・
定
住
の

促
進
と
地
域
の
魅
力
発
信
で
あ

り
ま
す
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
、
教
育
活
動

の
充
実
な
ど
を
積
極
的
に
発
信

す
る
と
と
も
に
、
空
家
・
空
地

の
活
用
な
ど
に
よ
り
移
住
定
住

を
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。八

つ
目
は
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
の
推
進
で
あ
り
ま
す
。

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
を
活
用
し
た
積
極
的
な
情
報

発
信
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

九
つ
目
は
、
職
員
の
資
質
向

上
で
あ
り
ま
す
。

職
員
の
経
験
や
能
力
向
上
を

目
的
に
、
先
進
地
研
修
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

十
個
目
は
、
複
合
施
設
建
設

で
あ
り
ま
す
。

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
機
能

や
保
健
・
子
育
て
支
援
機
能
な

ど
を
併
せ
持
つ
複
合
施
設
の
建

設
に
向
け
、
村
民
の
皆
様
の
理

解
を
得
な
が
ら
計
画
的
に
事
業

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
の
重
点
項
目
を
中
心
に

予
算
措
置
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

医
療
・
福
祉
行
政
に
つ
い
て

問

村
民
の
健
康
意
識
の

向
上
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
う

答

高
齢
者
が
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
様
々
な
支

援
を
受
け
な
が
ら
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
次
の
よ
う
な
取
組
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

地
域
に
お
け
る
通
い
の
場
を

中
心
と
し
た
介
護
予
防
や
加
齢

に
よ
り
心
身
が
衰
え
た
状
態
で

あ
る
フ
レ
イ
ル
の
対
策
、
生
活

習
慣
病
な
ど
の
疾
病
予
防
・
重

症
化
予
防
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

健
康
増
進
に
対
す
る
意
識
が
高

ま
り
、
自
分
の
健
康
管
理
が
で

き
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
健
康
診
査
及
び
が
ん

検
診
の
受
診
率
向
上
の
た
め
に
、

休
日
検
診
の
導
入
な
ど
受
診
し

や
す
い
体
制
を
整
備
し
、
個
別

の
受
診
勧
奨
の
強
化
を
図
る
と

と
も
に
、
生
活
習
慣
病
の
発
症

予
防
や
重
症
化
予
防
の
た
め
に
、

健
康
診
断
や
レ
セ
プ
ト
の
デ
ー

タ
を
活
用
し
た
村
民
一
人
ひ
と

り
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ

せ
た
保
健
指
導
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

さ
ら
に
、
健
康
相
談
、
健
康

教
育
の
実
施
や
広
報
紙
等
の
活

用
に
よ
り
、
が
ん
も
含
め
た
疾

病
予
防
に
関
す
る
正
し
い
知
識

の
普
及
や
正
確
な
情
報
の
提
供

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

上記ＱＲから
動画でご覧に
なれます。

高
倉

好
博

サーキットトレーニングの様子



○ゆがわ議会だより第133号 7

村
政
を
問
う

一
般
質
問

３
月
定
例
会

議
員

  

一
般
質
問

複
合
施
設
に
つ
い
て

問

①
複
合
施
設
検
討
委
員

会
か
ら
提
出
さ
れ
た
提

言
書
及
び
基
本
構
想
に
対
し
て

現
時
点
で
村
長
の
見
識
を
伺
う

答

複
合
施
設
建
設
検
討

委
員
会
で
は
施
設
使
用

団
体
の
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
の
方

や
、
公
募
村
民
の
方
か
ら
様
々

な
御
意
見
や
議
論
を
し
て
い
た

だ
き
、
令
和
６
年
２
月
に
そ
の

結
果
を
提
言
書
と
し
て
提
出
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
村
で
は
、

そ
の
内
容
を
踏
ま
え
て
令
和
６

年
３
月
に
基
本
構
想
を
策
定
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
熱
心

に
議
論
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
、
複
合
施
設
の
建
設
に
あ

た
り
ま
し
て
は
可
能
な
限
り
反

映
さ
せ
て
い
く
べ
き
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

問

②
提
言
書
と
村
長
の
考

え
方
に
相
違
は
な
い
の

か
伺
う

答

提
言
書
の
内
容
と
私

の
考
え
に
つ
い
て
は
大

枠
で
は
相
違
は
な
い
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
提
言
書
に
お

い
て
は
、
施
設
の
在
り
方
や
整

備
場
所
及
び
施
設
の
階
数
、
施

設
に
必
要
な
機
能
、
各
機
能
に

係
る
具
体
的
な
事
項
に
つ
い
て
、

多
く
の
御
意
見
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
一
方
、
整
備
費
用

や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
財
源

の
問
題
も
含
め
様
々
な
制
約
が

あ
り
ま
す
の
で
、
し
っ
か
り
と

精
査
し
な
が
ら
施
設
の
設
計
に

可
能
な
限
り
反
映
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

小
学
校
統
合
に
つ
い
て

問

①
村
民
に
対
し
て
小
学

校
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ

い
て
の
報
告
書
の
公
表
は
い
つ

す
る
の
か
伺
う

【
教
育
長
答
弁
】

答

今
年
度
、
18
名
の
委

員
に
よ
り
「
小
学
校
の

あ
る
べ
き
姿
検
討
委
員
会
」
が

組
織
さ
れ
、
笈
川
小
学
校
、
勝

常
小
学
校
両
小
学
校
の
特
色
あ

る
教
育
活
動
の
良
さ
や
課
題
、

そ
し
て
保
護
者
や
子
ど
も
た
ち
、

地
域
の
思
い
、
教
育
を
取
り
巻

く
環
境
の
動
向
等
を
協
議
し
、

今
後
の
湯
川
村
の
小
学
校
の
あ

る
べ
き
姿
に
つ
い
て
ま
と
め
た

報
告
書
が
教
育
委
員
会
に
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
で
は
、
報
告
書

の
提
出
を
受
け
、
村
長
及
び
１

月
の
議
会
全
員
協
議
会
に
て
議

員
の
皆
様
に
御
報
告
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

ま
た
、
「
小
学
校
の
あ
る
べ

き
姿
検
討
委
員
会
」
か
ら
提
出

さ
れ
た
報
告
書
に
つ
き
ま
し
て

は
、
広
報
ゆ
が
わ
３
月
号
の
配

布
に
合
わ
せ
て
、
村
民
の
皆
様

に
お
配
り
す
る
と
と
も
に
、
村

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て

お
り
ま
す
。

問

②
そ
の
後
村
民
か
ら
の

意
見
は
い
つ
ど
の
よ
う

な
方
法
で
実
施
す
る
の
か
伺
う

【
教
育
長
答
弁
】

答

教
育
委
員
会
で
は
、

検
討
委
員
会
か
ら
提
出

さ
れ
た
報
告
書
の
内
容
を
踏
ま

え
、
小
学
校
の
整
備
方
針
・
整

備
計
画
に
つ
い
て
検
討
す
る
と

と
も
に
、
令
和
７
年
度
に
策
定

す
る
第
６
次
湯
川
村
振
興
計
画

に
反
映
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員
お
質
し
の
村
民
の
皆
様
の

ご
意
見
を
い
つ
ど
の
よ
う
に
実

施
し
て
い
く
か
に
つ
き
ま
し
て

は
、
今
後
策
定
す
る
整
備
方
針
・

整
備
計
画
等
の
検
討
に
お
い
て
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
の
実

施
に
よ
り
反
映
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

上記ＱＲから
動画でご覧に
なれます。

廣
川

文
夫

▲ 湯川村公民館▲ 湯川村保健センター▲ ユースピアゆがわ

▲ 高齢者コミュニティーセンター

笈川小学校

勝常小学校
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村
政
を
問
う

一
般
質
問

３
月
定
例
会

議
員

  

一
般
質
問

民
間
委
託
の
除
雪
契
約
に
つ
い
て

問

①
除
雪
の
民
間
委
託
契

約
内
容
を
見
る
と
単
価

が
当
初
予
算
額
の
２
倍
に
な
っ

て
い
る
。
契
約
を
締
結
す
る
に

あ
た
り
、
他
市
町
村
に
比
べ
て

単
価
が
高
い
事
は
認
識
し
て
い

た
の
か
伺
う

答

民
間
委
託
契
約
を
締

結
す
る
に
当
た
り
、
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
事
業

者
を
選
定
す
る
予
定
で
し
た
が
、

参
加
表
明
の
あ
っ
た
一
事
業
者

が
審
査
会
当
日
に
参
加
辞
退
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
７
社
よ

り
見
積
徴
取
を
行
い
ま
し
た
が

６
社
が
辞
退
、
１
社
の
み
の
見

積
書
提
出
と
な
り
、
予
定
価
格

に
至
ら
ず
契
約
に
は
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
の
段
階
で
、
降

雪
時
期
が
近
づ
き
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
や
除
雪
機
等
の
確
保
は
困
難

で
あ
り
、
単
価
は
他
市
町
村
に

比
べ
高
く
な
る
と
認
識
い
た
し

ま
し
た
。
早
急
に
単
価
の
内
容

を
精
査
し
、
改
め
て
予
定
価
格

を
定
め
、
見
積
書
の
提
出
の
あ

っ
た
１
社
か
ら
再
度
見
積
徴
取

を
行
い
契
約
に
至
っ
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。

問

②
民
間
委
託
の
除
雪
に

つ
い
て
、
な
ぜ
公
募
型

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
を
採
用
し

た
の
か
伺
う

答

雪
対
策
の
作
業
と
し

て
防
雪
柵
設
置
・
撤
去

作
業
と
除
雪
作
業
は
、
冬
期
間

の
交
通
機
能
を
維
持
す
る
同
目

的
の
作
業
で
あ
り
、
委
託
事
業

者
が
単
一
で
あ
れ
ば
よ
り
細
や

か
な
対
応
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
。

近
年
の
建
設
・
土
木
産
業
は
厳

し
い
経
営
環
境
に
置
か
れ
、
入

札
不
調
や
辞
退
が
見
ら
れ
て
お

り
、
従
来
の
契
約
方
法
を
見
直

す
必
要
が
あ
る
こ
と
。
村
内
広

範
囲
の
作
業
で
、
状
況
に
応
じ

て
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
で
き

る
技
術
力
や
遂
行
能
力
を
確
認

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。
公
募

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
は
応
募

者
の
実
施
体
制
を
始
め
業
務
や

地
域
特
性
に
対
す
る
理
解
度
な

ど
を
確
認
す
る
こ
と
で
遂
行
能

力
の
審
査
が
で
き
、
適
切
な
事

業
者
の
選
定
が
で
き
る
と
考
え

採
用
い
た
し
ま
し
た
。

問

③
災
害
救
助
法
が
適
用

さ
れ
る
ほ
ど
の
大
雪
で

し
た
が
、
次
年
度
の
除
雪
体
制

を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か

伺
う答

次
年
度
の
除
雪
体
制

に
つ
き
ま
し
て
は
、
今

年
度
と
同
じ
く
直
営
除
雪
と
佐

野
、
三
島
、
中
台
地
区
及
び
狭

隘
（
き
ょ
う
あ
い
）
道
路
は
民

間
業
者
に
委
託
す
る
計
画
で
考

え
て
お
り
ま
す
。
委
託
路
線
に

つ
い
て
は
、
直
営
で
の
除
雪
作

業
を
検
討
い
た
し
ま
し
た
が
、

除
雪
機
械
４
台
の
リ
ー
ス
、
そ

の
格
納
す
る
場
所
の
整
備
、
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
の
人
員
確
保
と
待

機
所
の
環
境
整
備
等
に
課
題
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
本
年
度
と
同

様
の
直
営
と
作
業
委
託
を
組
み

合
わ
せ
た
体
制
に
よ
り
除
雪
を

行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

複
合
施
設
計
画
に
つ
い
て

問

①
令
和
６
年
３
月
に
複

合
施
設
整
備
計
画
基
本

構
想
が
策
定
さ
れ
た
が
、
そ
の

後
建
設
地
が
変
更
さ
れ
た
。
当

初
の
構
想
と
違
っ
た
場
所
を
提

案
し
た
理
由
を
伺
う

答

複
合
施
設
建
設
予
定

地
に
つ
き
ま
し
て
は
令

和
６
年
９
月
議
会
及
び
12
月
議

会
、
10
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
公

共
施
設
等
整
備
調
査
特
別
委
員

会
で
新
た
な
候
補
地
を
検
討
し

て
い
る
、
と
答
弁
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
２
番
議
員
へ
の

答
弁
と
重
複
し
ま
す
が
、
施
設

建
設
地
に
つ
い
て
は
、
制
約
が

少
な
く
、
余
裕
を
持
っ
た
建
設

地
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
Ｊ
Ａ

南
側
水
田
を
候
補
地
と
し
て
お

示
し
い
た
し
ま
し
た
。

問

②
複
合
施
設
建
設
に
は

多
額
の
費
用
が
か
か
り

ま
す
。
財
政
的
に
問
題
は
な
い

の
か
伺
う

答

複
合
施
設
建
設
費
用

は
、
概
算
で
約
16
億
円

と
し
て
お
り
ま
す
。
財
源
に
つ

き
ま
し
て
は
、
後
年
度
交
付
税

措
置
の
高
い
過
疎
対
策
事
業
債

や
、
防
災
関
係
を
整
備
す
る
際

の
有
利
な
起
債
で
あ
る
緊
急
防

災
・
減
災
事
業
債
等
の
起
債
で

13
億
円
程
度
、
公
共
施
設
等
整

備
基
金
や
地
域
福
祉
基
金
、
各

種
国
庫
補
助
金
、
一
般
財
源
等

で
３
億
円
程
度
を
想
定
し
て
お

り
ま
す
。
現
在
の
起
債
残
高
や

年
ご
と
の
償
還
金
額
を
勘
案
し

ま
し
て
も
対
応
で
き
る
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
本
村
の
厳
し
い
財

政
状
況
を
踏
ま
え
、
今
後
の
設

計
段
階
に
お
い
て
複
合
施
設
の

諸
室
な
ど
慎
重
に
検
討
し
、
新

た
な
財
源
の
確
保
等
財
政
負
担

を
考
え
な
が
ら
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

問

③
小
学
校
統
合
施
設
建

設
を
優
先
し
、
そ
の
後

複
合
施
設
建
設
を
検
討
し
て
は

ど
う
か
伺
う

答

統
合
小
学
校
に
つ
き

ま
し
て
は
議
論
が
始
ま

っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
ど
の
よ

う
な
教
育
環
境
を
整
え
る
の
か

と
い
う
大
き
な
考
え
を
整
理
し

て
検
討
を
行
う
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

本
村
の
よ
う
な
小
規
模
自
治

体
で
大
型
建
設
事
業
を
行
う
場

合
に
は
、
そ
の
時
に
使
用
で
き

る
有
利
な
財
源
を
活
用
し
て
建

設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

仮
に
、
統
合
小
学
校
建
設
後

に
複
合
施
設
建
設
と
い
う
こ
と

に
な
れ
ば
、
有
利
な
起
債
を
使

う
こ
と
が
で
き
ず
村
の
持
ち
出

し
分
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、

整
備
が
困
難
に
な
る
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

上記ＱＲから
動画でご覧に
なれます。

斎
藤

賢
一
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村
政
を
問
う

一
般
質
問

３
月
定
例
会

議
員

  

一
般
質
問

米
と
文
化
の
里
湯
川
村
の

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

問

①
福
島
県
内
で
一
番
小

さ
な
村
「
米
と
文
化
の

里
湯
川
村
」
。
こ
の
標
語
に
つ

い
て
、
村
長
、
教
育
長
は
ど
の

様
に
考
え
て
い
る
か
伺
う

答

本
村
は
、
会
津
盆
地

の
中
央
に
位
置
し
、
肥

沃
な
村
土
と
豊
か
な
水
に
加
え
、

盆
地
特
有
の
気
温
の
寒
暖
差
は

美
味
し
い
米
作
り
に
と
っ
て
の

最
適
な
条
件
で
あ
り
、
県
内
有

数
の
反
収
を
誇
る
米
ど
こ
ろ
と

し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
広
く
県
民

に
知
れ
渡
っ
て
お
り
ま
す
。
私

た
ち
村
民
に
と
っ
て
、
先
祖
伝

来
の
美
田
は
村
の
誇
り
で
あ
り

宝
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
国
宝
３
躰
を
有
す
る

勝
常
寺
は
、
村
民
の
心
の
よ
り

ど
こ
ろ
で
あ
り
、
文
化
の
中
心

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

本
村
は
昔
か
ら
教
育
に
熱
心
な

地
域
で
も
あ
り
、
地
域
ぐ
る
み

で
子
育
て
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
様
々
な
文
化
活
動
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
こ
の

言
葉
は
湯
川
村
の
特
長
を
し
っ

か
り
と
表
し
て
い
る
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

【
教
育
長
答
弁
】

村
長
の
答
弁
に
も
あ
り
ま
し

た
と
お
り
、
「
米
と
文
化
の
里

湯
川
村
」
、
こ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
は
、
湯
川
村
の
特
徴
や

魅
力
を
端
的
に
表
す
と
て
も
よ

い
標
語
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

問

②
今
年
の
ふ
る
さ
と
納

税
に
お
け
る
問
題
に
つ

い
て
、
村
民
に
対
し
て
そ
の
説

明
責
任
を
果
た
し
て
い
る
か
伺

う答

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ

き
ま
し
て
は
、
村
の
判

断
や
対
応
の
遅
れ
に
よ
り
ま
し

て
、
寄
附
者
の
皆
様
、
村
民
の

皆
様
に
多
大
な
御
迷
惑
と
御
心

配
を
お
掛
け
し
た
と
深
く
反
省

し
て
お
り
ま
す
。

村
民
の
皆
様
に
は
、
広
報
ゆ

が
わ
12
月
号
で
事
実
内
容
を
お

知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
私
と

い
た
し
ま
し
て
も
、
一
連
の
事

務
処
理
の
対
応
に
対
す
る
責
任

を
と
る
形
で
、
給
料
の
10
％
カ

ッ
ト
を
３
ヶ
月
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
年
度
の
反
省
点
を
踏
ま
え
、

こ
れ
か
ら
し
っ
か
り
と
準
備
を

し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問

③
返
礼
品
発
送
業
務
委
託

先
業
者
に
つ
い
て
伺
う

答

令
和
６
年
産
米
の

「
湯
川
村
ふ
る
さ
と
応

援
寄
附
金
発
注
・
配
送
管
理
等

業
務
委
託
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

湯
川
村
地
域
振
興
協
同
組
合
と

委
託
契
約
を
結
ん
だ
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、
去
る
２
月
17
日

付
け
で
委
託
期
間
の
変
更
契
約

を
行
わ
な
い
旨
の
通
知
が
あ
っ

た
た
め
、
現
在
、
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

急
激
な
豪
雪
へ
の
対
応
に
つ
い
て

問

①
大
雪
に
よ
る
人
身
事

故
、
物
損
事
故
等
の
状

況
に
つ
い
て
伺
う

答

村
内
の
全
世
帯
に
対

し
て
行
政
区
長
を
通
し

て
自
己
所
有
建
物
等
に
関
す
る

被
害
状
況
調
査
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

２
月
末
日
時
点
で
の
集
計
速

報
で
は
、
被
害
報
告
者
数
は
99

件
で
、
除
雪
中
の
転
倒
や
屋
根

か
ら
の
転
落
な
ど
の
人
的
被
害

が
３
件
、
屋
根
や
雨
ど
い
の
破

損
な
ど
の
物
的
被
害
が
１
３
３

件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
雪
解
け
が
進
む
に
つ

れ
て
新
た
な
被
害
が
判
明
す
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
再

度
被
害
調
査
を
実
施
す
る
予
定

で
あ
り
ま
す
。

問

②
除
雪
車
の
到
着
が
遅

れ
困
っ
て
い
る
と
の
声

が
聞
か
れ
た
。
狭
隘
（
き
ょ
う

あ
い
）
道
路
除
雪
の
委
託
業
者

に
つ
い
て
、
除
雪
車
の
配
置
状

況
等
、
除
雪
体
制
に
つ
い
て
伺

う答

狭
隘
道
路
の
委
託
路

線
の
除
雪
車
の
配
置
状

況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
計
４
台
、

各
々
の
除
雪
車
に
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
が
１
名
お
り
４
名
体
制
で
16

地
区
の
除
雪
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。積

雪
量
や
雪
質
の
種
類
、
降

雪
の
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
除
雪

の
運
転
に
負
荷
が
か
か
り
時
間

を
要
す
る
た
め
、
遅
れ
る
場
合

が
生
じ
ま
す
が
御
理
解
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問

③
防
雪
柵
の
効
果
に
つ

い
て
伺
う

答

防
雪
柵
は
、
吹
雪
対

策
の
た
め
鋼
板
等
の
材

料
で
作
ら
れ
た
防
雪
板
で
柵
の

前
後
（
風
上
、
風
下
）
の
風
速

や
風
の
流
れ
を
制
御
し
て
、
道

路
の
吹
き
だ
ま
り
防
止
や
視
程

障
害
の
緩
和
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
吹
雪
対
策
の
施
設
で

あ
り
ま
す
。
本
村
は
、
特
に
風

が
強
い
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら

効
果
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

上記ＱＲから
動画でご覧に
なれます。

三
澤

榮
三

吹き溜まりを防ぐ防雪柵
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村
政
を
問
う

一
般
質
問

３
月
定
例
会

議
員

  

一
般
質
問

有
機
栽
培
米
の
作
付
推
奨
に

つ
い
て

問

国
は
２
０
５
０
年
に

有
機
農
業
の
農
地
を
25

％
に
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
本
村
で
は
有
機
栽
培
に
対

す
る
取
り
組
み
は
村
と
し
て
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
米
の
有
機
栽

培
へ
の
取
組
農
家
が
増
え
る
よ

う
推
奨
し
支
援
で
き
な
い
か
伺

う

答

本
村
と
し
ま
し
て
も
、

こ
れ
か
ら
は
環
境
や
安

全
・
安
心
に
配
慮
し
た
農
産
物

の
生
産
が
重
要
と
考
え
て
お
り
、

有
機
栽
培
の
足
掛
か
り
と
す
る

た
め
、
化
学
肥
料
の
削
減
、
化

学
合
成
農
薬
の
低
減
に
向
け
、

①
国
の
「
環
境
保
全
型
農
業
直

接
支
払
交
付
金
」
事
業
へ
の
取

組
、
②
国
の
「
グ
リ
ー
ン
な
栽

培
体
系
へ
の
転
換
サ
ポ
ー
ト
事

業
」
を
活
用
し
た
水
稲
の
直
播

栽
培
、
③
村
独
自
に
進
め
て
い

る
「
ブ
ラ
ン
ド
米
」
へ
の
取
組

を
推
進
し
な
が
ら
、
有
機
農
業

栽
培
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

子
育
て
応
援
在
宅
育
児

支
援
金
の
活
用
に
つ
い
て

問

公
約
で
あ
る
支
援
金

で
す
が
、
育
児
対
象
者

ご
と
に
ど
の
ぐ
ら
い
の
期
間
利

用
さ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
制

度
を
順
調
に
利
用
し
て
も
ら
う

た
め
の
課
題
に
つ
い
て
伺
う

答

在
宅
で
育
児
を
行
う

方
に
対
し
て
、
経
済
的

支
援
及
び
幼
児
と
の
愛
着
形
成

の
深
化
の
助
長
を
図
る
た
め
、

本
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
事

業
で
あ
り
ま
す
。

４
名
の
方
の
利
用
が
あ
り
、

支
給
期
間
は
12
か
月
の
方
も
い

れ
ば
４
か
月
の
方
も
お
り
ま
す
。

課
題
と
し
て
は
、
親
の
共
働

き
の
方
が
多
く
、
ま
た
祖
父
母

も
働
い
て
お
り
、
家
で
育
児
を

す
る
家
庭
が
少
な
い
と
い
う
現

状
か
ら
、
利
用
者
が
少
な
い
と

い
う
点
が
あ
げ
ら
れ
ま
す

今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
事
業

で
す
の
で
、
来
年
度
も
継
続
し

て
実
施
し
、
課
題
等
の
解
決
に

向
け
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

学
校
司
書
の
業
務
内
容
に
つ
い
て

問

新
年
度
の
募
集
要
項

で
は
、
週
５
日
の
フ
ル

タ
イ
ム
で
し
た
。
小
学
校
で
は

児
童
と
直
接
触
れ
る
時
間
も
欲

し
い
と
い
う
希
望
も
あ
り
、
ど

の
よ
う
な
業
務
内
容
を
予
定
さ

れ
て
い
る
か
伺
う

答

令
和
７
年
度
は
会
計

年
度
任
用
職
員
１
名
の

採
用
予
定
で
あ
り
、
今
回
の
図

書
司
書
に
つ
き
ま
し
て
は
学
校

司
書
と
し
て
で
は
な
く
、
社
会

教
育
課
所
属
の
図
書
司
書
と
し

て
勤
務
す
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。
業
務
内
容
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
ユ
ー
ス
ピ
ア
ゆ
が
わ

の
図
書
コ
ー
ナ
ー
の
整
理
等
、

学
校
に
つ
き
ま
し
て
は
小
中
学

校
そ
れ
ぞ
れ
毎
週
１
日
程
度
の

勤
務
な
ど
を
想
定
し
て
お
り
ま

す
。具

体
的
な
業
務
に
つ
き
ま
し

て
は
、
図
書
司
書
と
相
談
し
な

が
ら
、
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

義
務
教
育
給
食
費
無
償
化
の

対
象
者
の
拡
大
に
つ
い
て

問

前
回
質
問
の
際
に
、

村
の
方
針
と
し
て
村
外

通
学
者
は
無
償
化
に
は
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
し
か

し
、
高
校
生
の
冬
期
間
の
通
学

費
補
助
要
綱
は
村
民
が
条
件
で

す
。
同
様
に
給
食
費
も
村
民
な

ら
等
し
く
受
け
る
権
利
は
あ
り

ま
す
。
実
施
要
綱
を
変
更
で
き

な
い
か
伺
う

答

12
月
定
例
会
で
も
御

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
と
お
り
、
実
施
要
綱
で

の
給
食
費
無
償
化
の
対
象
者
は
、

「
村
立
小
・
中
学
校
に
在
籍
す

る
児
童
生
徒
」
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

御
家
庭
ご
と
の
様
々
な
理
由

や
事
情
、
考
え
等
が
あ
り
、
村

外
の
小
・
中
学
校
に
通
学
し
て

い
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
が
、
現

在
、
実
施
要
綱
の
変
更
に
つ
き

ま
し
て
は
考
え
て
は
お
り
ま
せ

ん
。な

お
、
給
食
費
無
償
化
に
つ

き
ま
し
て
は
、
今
後
の
国
や
県

の
動
向
に
つ
い
て
引
き
続
き
注

視
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

管
理
栄
養
士
の
正
規
職
の
配

置
に
つ
い
て

問

健
康
生
活
を
送
る
た

め
に
は
食
は
基
本
と
な

る
も
の
で
す
。
湯
川
村
の
住
民

を
知
り
、
住
民
に
対
応
し
た
食

育
等
進
め
る
た
め
に
、
非
正
規

職
員
で
は
な
く
正
規
職
員
を
配

置
で
き
な
い
か
伺
う

答

管
理
栄
養
士
に
つ
き

ま
し
て
は
、
令
和
４
年

か
ら
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
会
計
年

度
任
用
職
員
を
雇
用
し
、
村
民

の
栄
養
指
導
、
料
理
教
室
、
通

い
の
場
で
の
栄
養
指
導
の
業
務

を
主
に
担
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
間
、
住
民
健
診
や
健
診
結
果

説
明
会
で
の
栄
養
相
談
や
指
導
、

住
民
の
個
別
の
栄
養
相
談
や
指

導
を
適
切
に
行
い
、
新
生
児
か

ら
高
齢
者
ま
で
村
民
に
寄
り
添

っ
た
食
育
や
栄
養
指
導
を
展
開

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

新
年
度
に
お
い
て
も
パ
ー
ト

タ
イ
ム
の
会
計
年
度
任
用
職
員

で
対
応
は
可
能
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
正
職
員
で
の
採
用
は

考
え
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
御
理

解
願
い
ま
す
。

上記ＱＲから
動画でご覧に
なれます。

片
桐

英
子
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村
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一
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質
問

３
月
定
例
会

議
員

  

一
般
質
問

協
力
協
定
等
に
つ
い
て

問

①
本
村
の
災
害
・
雪
害

時
に
お
け
る
協
定
の
現

状
と
今
後
に
つ
い
て
伺
う

答

現
在
、
湯
川
村
に
お

い
て
は
、
自
治
体
や
事

業
所
と
の
間
に
お
い
て
い
く
つ

か
の
災
害
協
定
を
結
ん
で
お
り

ま
す
。

一
つ
目
は
、
大
規
模
災
害
が

発
生
し
た
場
合
に
救
援
物
資
の

提
供
、
職
員
の
派
遣
、
被
災
住

民
の
受
入
な
ど
の
相
互
応
援
に

関
す
る
協
定
を
、
東
京
都
葛
飾

区
、
両
沼
地
方
町
村
会
加
盟
町

村
、
郡
山
国
道
事
務
所
と
結
ん

で
お
り
ま
す
。

二
つ
目
は
、
災
害
時
に
お
け

る
応
急
対
策
業
務
に
関
す
る
協

定
を
、
会
津
若
松
建
設
事
務
所

及
び
湯
川
村
地
域
振
興
協
同
組

合
、
東
北
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

株
式
会
社
と
結
ん
で
お
り
ま
す
。

三
つ
目
は
、
災
害
時
の
情
報

交
換
や
包
括
的
連
携
な
ど
災
害

時
の
連
携
に
関
す
る
協
定
を
、

東
北
地
方
整
備
局
、
日
本
郵
便

株
式
会
社
と
結
ん
で
お
り
ま
す
。

四
つ
目
は
、
避
難
者
の
受
入

や
避
難
先
の
確
保
な
ど
の
広
域

避
難
に
関
す
る
協
定
を
、
磐
梯

町
や
茨
城
県
常
陸
太
田
市
と
結

ん
で
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
地
震
や
水
害
、
雪

害
な
ど
の
様
々
な
災
害
の
発
生

に
応
じ
て
必
要
と
な
る
内
容
に

つ
い
て
調
査
・
研
究
を
行
い
、

関
係
機
関
や
事
業
所
と
の
協
定

の
締
結
に
つ
い
て
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
締
結
し
て
い
る
協

定
に
つ
き
ま
し
て
も
、
改
め
て

実
際
の
災
害
時
に
依
頼
・
対
応

す
る
内
容
に
つ
い
て
、
お
互
い

に
確
認
を
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問

②
「
災
害
救
助
法
に
基

づ
き
住
家
の
屋
根
雪
下

ろ
し
」
に
伴
う
作
業
を
村
が
発

注
す
る
に
あ
た
り
、
迅
速
な
作

業
発
注
が
出
来
た
の
か
。
ま
た
、

今
後
も
含
め
事
業
者
と
の
協
力

体
制
を
整
え
る
事
も
必
要
で
は

な
い
か
伺
う

答

災
害
救
助
法
に
基
づ

く
住
家
の
除
雪
作
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、
申
込
み
が
あ

っ
た
４
件
に
つ
い
て
２
月
18
日

ま
で
に
完
了
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

業
者
の
確
保
に
当
た
っ
て
は
、

多
く
の
事
業
者
へ
連
絡
を
取
り

ま
し
た
が
、
作
業
員
不
足
を
理

由
に
対
応
は
で
き
な
い
と
の
回

答
で
あ
り
ま
し
た
。

幸
い
、
村
内
の
事
業
者
が
見

つ
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
除
雪
作

業
業
務
を
委
託
し
無
事
に
完
了

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

災
害
は
、
広
範
囲
に
わ
た
り

一
斉
に
発
生
し
、
集
中
し
て
早

急
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
近
隣
町
村
の
事
業
者
か

ら
優
先
的
に
協
力
を
得
る
こ
と

は
大
変
難
し
い
と
い
う
こ
と
を

改
め
て
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

そ
の
た
め
、
今
後
は
、
村
内

事
業
者
と
の
連
携
体
制
の
構
築

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
会
津
地
方
以
外
の
地

域
の
自
治
体
や
民
間
事
業
者
と

の
広
域
的
な
連
携
協
定
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

ご
み
の
減
量
化
施
策
に
つ
い
て

問

ご
み
減
量
化
施
策
の

今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
う

答

ご
み
減
量
化
の
取
組

と
し
ま
し
て
は
、
資
源

の
分
別
の
ほ
か
、
生
ご
み
や
草

木
の
減
量
に
つ
い
て
特
に
力
を

入
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
昨
年
４
月
か
ら
本
年
１

月
ま
で
の
家
庭
系
と
事
業
系
を

合
計
し
た
燃
や
せ
る
ご
み
の
排

出
量
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
比

約
4.3
％
、
29
．
０
ト
ン
の
減
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
家
庭
系
だ

け
を
見
ま
す
と
前
年
度
比
約
9.0

％
、
46
．
８
ト
ン
の
減
と
な
っ

て
お
り
、
村
民
の
皆
様
の
意
識

向
上
が
数
字
に
表
れ
て
い
る
も

の
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

来
年
度
は
、
ご
み
減
量
実
施

計
画
の
最
終
年
度
と
な
り
、
な

お
一
層
の
減
量
が
急
務
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
燃
や
せ
る

ご
み
の
減
量
に
最
も
効
果
的
な

「
生
ご
み
の
減
量
化
」
に
重
点

を
置
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。来

年
度
の
新
規
事
業
と
し
て
、

電
動
生
ご
み
処
理
機
を
周
知
・

普
及
さ
せ
る
た
め
の
、
生
ご
み

乾
燥
機
を
無
料
で
最
大
１
ヶ
月

間
レ
ン
タ
ル
で
き
る
事
業
を
実

施
し
、
生
ご
み
処
理
機
等
設
置

補
助
金
と
併
せ
て
周
知
す
る
こ

と
で
、
更
な
る
普
及
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
各
家
庭
か
ら
排
出
さ

れ
た
天
ぷ
ら
油
な
ど
を
ボ
ト
ル

に
詰
め
て
回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ
入

れ
て
い
た
だ
き
、
回
収
し
た
油

を
石
鹸
や
航
空
燃
料
等
に
再
利

用
す
る
、
廃
食
用
油
の
回
収
事

業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

ご
み
減
量
化
の
取
組
の
効
果

が
数
値
的
に
も
着
実
に
表
れ
て

き
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら

の
新
事
業
を
加
え
、
令
和
７
年

度
も
引
き
続
き
燃
や
せ
る
ご
み

の
減
量
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

上記ＱＲから
動画でご覧に
なれます。

篠
竹

正
弘
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村
政
を
問
う

一
般
質
問

３
月
定
例
会

議
員

  

一
般
質
問

地
域
振
興
係
の
設
置
に

つ
い
て

問

①
今
後
の
事
業
計
画
と

資
金
計
画
を
立
案
す
る

為
、
各
課
の
考
え
を
ま
と
め
る

専
門
係
が
必
要
で
は
な
い
か
と

思
う
が
当
局
の
考
え
を
伺
う

答

現
在
、
村
長
部
局
に

お
け
る
行
政
組
織
に
つ

い
て
は
、
出
納
室
を
除
く
と
３

課
９
係
体
制
で
事
務
分
掌
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
、

村
が
大
き
な
事
業
へ
取
り
組
む

際
や
国
や
県
の
組
織
改
正
に
合

わ
せ
て
、
行
政
機
構
の
見
直
し

や
課
・
係
の
名
称
変
更
な
ど
を

行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。業

務
量
に
応
じ
た
職
員
の
配

置
や
組
織
体
制
を
整
え
る
こ
と

は
、
効
率
的
な
事
務
執
行
を
行

う
上
で
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。

限
ら
れ
た
職
員
数
の
中
、
今

後
見
込
ま
れ
る
事
務
量
や
内
容

を
見
据
え
て
、
組
織
と
し
て
持

続
的
か
つ
効
率
的
な
行
政
運
営

が
で
き
る
よ
う
に
、
今
後
、
庁

内
に
お
い
て
検
討
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
係
内
の
事
務
分
掌
の

見
直
し
や
専
門
的
知
識
を
有
す

る
職
員
の
育
成
な
ど
に
も
併
せ

て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問

②
両
小
学
校
の
再
利
用

も
今
か
ら
考
え
て
お
く

べ
き
と
思
う
が
当
局
の
考
え
を

伺
う答

小
学
校
の
再
利
用
に

つ
き
ま
し
て
は
、
現
在

教
育
委
員
会
に
お
い
て
小
学
校

の
統
合
に
向
け
て
検
討
が
進
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
統
合

小
学
校
の
校
舎
を
検
討
す
る
中

で
併
せ
て
検
討
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

現
在
、
村
で
は
複
合
施
設
の

建
設
計
画
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
の
で
、
村
内
の

公
共
施
設
全
体
の
相
互
活
用
や

施
設
全
体
の
維
持
管
理
の
た
め

の
必
要
経
費
な
ど
に
つ
い
て
検

討
を
重
ね
、
将
来
へ
向
け
て
計

画
的
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

㈱
会
津
湯
川
フ
ァ
ー
ム
に
対

し
て
の
村
の
対
応
に
つ
い
て

問

部
分
的
で
は
あ
る
が
、

春
と
秋
作
業
を
委
託
し

た
よ
う
に
聞
い
て
い
る
が
、
将

来
的
に
は
、
勝
常
セ
ン
タ
ー
と

の
共
同
経
営
を
考
え
る
べ
き
と

思
う
が
当
局
の
考
え
を
伺
う

答

㈱
会
津
湯
川
フ
ァ
ー

ム
に
お
き
ま
し
て
は
、

令
和
６
年
度
、
社
員
の
退
職
に

よ
り
常
勤
は
代
表
取
締
役
１
名

体
制
と
な
り
、
臨
時
職
員
を
雇

用
し
な
が
ら
農
作
業
を
実
施
し
、

大
変
御
苦
労
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
た
め
、
水
稲
基
幹
三
作
業

（
耕
耘
、
田
植
、
稲
刈
）
を
中

心
に
作
業
の
一
部
を
委
託
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

令
和
７
年
度
に
向
け
て
は
、

人
員
確
保
を
㈱
会
津
湯
川
フ
ァ

ー
ム
の
最
優
先
課
題
と
し
て
、

村
内
で
の
声
掛
け
は
も
と
よ
り

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
掲
載
等
を

行
い
、
そ
の
結
果
、
２
名
の
職

員
を
確
保
で
き
そ
う
だ
と
聞
い

て
お
り
安
堵
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

将
来
に
お
け
る
勝
常
集
団
栽

培
組
合
と
の
共
同
経
営
に
つ
き

ま
し
て
は
、
現
在
具
体
的
な
検

討
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
勝

常
集
団
栽
培
組
合
と
は
こ
れ
ま

で
も
育
苗
に
お
け
る
協
業
や
、

春
・
秋
作
業
の
一
部
を
委
託
し

て
お
り
、
今
後
も
協
力
関
係
を

維
持
し
て
い
き
た
い
と
の
意
向

を
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。

上記ＱＲから
動画でご覧に
なれます。

小
沢

甲
市
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総
務
文
教
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査
等

村
内
小
中
学
校
授
業
参
観
と

学
校
給
食
試
食
実
施

総
務
文
教
常
任
委
員
長

伊
藤

幸
喜

２
月
３
日
㈪
、
総
務
文
教
常

任
委
員
会
所
管
事
務
調
査
と
し

て
、
村
内
の
小
中
学
校
授
業
参

観
と
校
長
先
生
と
の
意
見
交
換
、

給
食
試
食
会
を
議
員
４
名
の
参

加
で
実
施
し
ま
し
た
。

各
学
校
・
各
学
年
で
、
小
規

模
校
の
特
徴
を
生
か
し
、
子
供

た
ち
に
合
わ
せ
た
授
業
を
実
施

し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

校
長
先
生
と
の
意
見
交
換
の
中

で
は
、
湯
川
村
の
教
育
に
対
す

る
意
識
の
高
さ
や
、
地
域
の
協

力
体
制
に
つ
い
て
高
い
評
価
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

学
校
給
食
の
試
食
は
、
会
津

坂
下
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で

調
理
し
運
搬
さ
れ
た
給
食
で
し

た
が
、
と
て
も
温
か
く
栄
養
バ

ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
美
味
し
い

給
食
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

校
内
で
す
れ
違
う
子
供
た
ち

の
元
気
の
よ
い
挨
拶
が
、
私
た

ち
議
員
を
笑
顔
に
さ
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た

各
学
校
の
先
生
方
、
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

会
津
地
域
大
雪
対
策
に
対

す
る
緊
急
要
望
書
提
出

２
月
上
旬
会
津
地
域
を
襲
っ

た
記
録
的
豪
雪
に
対
し
、
湯
川

村
議
会
で
は
２
月
10
日
、

・
住
民
へ
の
情
報
提
供

・
雪
害
対
策
本
部
の
組
織
体
制

・
雪
の
排
雪
作
業
の
実
施

に
つ
い
て
、
住
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
た
め
、
湯
川
村
長
へ

緊
急
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

▲

勝
常
小
学
校

▲
笈
川
小
学
校

▲

湯
川
中
学
校

▲

意
見
交
換

▲

給
食
試
食
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高
校
生
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

高
校
生
及
び
保
護
者
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て

議
会
運
営
委
員
長

篠
竹

正
弘

昨
年
12
月
に
高
校
生
世
代
と

議
会
議
員
の
意
見
交
換
会
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
、
17
名
の
参
加

者
よ
り
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

そ
の
前
段
に
、
村
内
の
高
校

生
世
代
98
名
の
皆
さ
ん
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

43
名
の
方
よ
り
回
答
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。回

答
内
容
は
、
『
湯
川
村
が

好
き
！
』
と
い
う
意
見
が
多
い

反
面
、
『
公
共
交
通
機
関
が
充

実
し
て
お
ら
ず
通
学
が
大
変
』
、

『
村
内
に
買
い
物
や
遊
ぶ
場
所

が
少
な
く
不
便
』
と
い
う
不
満

も
多
く
、
『
将
来
湯
川
村
に
残

ら
な
い
』
と
い
う
回
答
が
過
半

数
を
越
え
て
い
ま
し
た
。

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
真

摯
に
受
け
止
め
、
若
い
世
代
の

要
望
の
実
現
に
向
け
た
調
査
研

究
や
、
当
局
と
の
情
報
交
換
を

実
施
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。引

き
続
き
い
ろ
い
ろ
な
ご
意

見
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

対象者 …… 98名
回　答 …… 43名
回答率 … 43.9％

湯川村の小・中学校の教育
はどうでしたか。

良かった １４人

少人数教育の良さがあった １３人

学校全体が仲良し ２人

先生とのトラブル不適切指導 ２人

先生が良かった １人

部活が少ない １人

地域との連携があり良かった １人

少人数で少し寂しかった １人

少人数で競争力不足 １人

湯川村で自慢できる場所・
物・事は？

米が美味しい ２３人

勝常寺 ８人

自然が豊か ６人

道の駅 ２人

住みやすい ２人

村民が優しく明るい １人

平和 １人

子ども教育が充実している １人

現在の湯川村に欲しいものは。

飲食店・カフェ １５人

大型商業施設・スーパー ７人

ドラッグストア ８人

本屋 ６人

病院 ３人

図書館 ３人

映画館 ２人

通学バス １人

湯川村議会および湯川村に対して、意見や要望があれば記入してください。

●意見交換会の継続開催　　●子ども・若者を中心にした村づくり
●公共交通の充実　　　　　●小学校の統合
●子どもの安全のためスクールバス導入
●若い人が村に戻りたくなるような施策（独自奨学金・戻る時の支援）

湯川村に住んでいて不便なこ
とはありますか？
買い物をする店が少ない １８人

交通の便が悪い １７人
通学が大変 １７人

遊ぶ場所がない １０人

今後の湯川村に期待すること
を教えてください。

就職先を増やして ８人
公共交通の整備 ５人

農業を守って ４人
子どもが元気に過ごせる環境づくり ４人
全世代が楽しめる場所づくり ４人

自然が豊かな村でいて ３人
大型商業施設誘致 １人

高校卒業後、就職等で湯川村に残りたいですか。

残りたい
９人

・就職先があれば
・慣れ親しんだ場所だから

残らない
２４人

・村外でいろいろな経験をしたい
・やりたい仕事がない

進学希望の方は、将来湯川村に戻りたいですか。

戻りたい
１３人

・村が好き　　　　・生まれ育った場所
・住み心地がいい　・災害が少ない

戻らない
１７人

・不便なことが多い
・就職先が少ない　・魅力ある村にして

教育施設を含めた公共施設の充
実度についてどう感じますか。

施設の老朽化
（プール含む） １３人

図書館等勉強する場所が欲しい １０人

ユースピアの使い勝手が悪い ４人

小学校統合必要 ４人

ナイター設備 ２人

施設予約をWEB対応にして １人

みんなが集まれる施設がほしい １人

湯川村独自の「高校生冬期
間通学支援（5,000円×3ヶ
月）」についての評価は。
負担軽減になっている ３９人

増やしてほしい １９人
継続してください １人

小中学生や高齢者だけ
じゃなく高校生にもも
っと支援を

１人
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も
う
春
で
す
ね
。

二
月
豪
雪
は
災
害
級
の
降
雪
、

今
そ
の
雪
は
な
い
。
消
え
た
！

村
民
の
皆
さ
ん
も
除
雪
に
は

大
変
苦
労
さ
れ
た
で
し
ょ
う
。

今
回
の
大
雪
で
罹
災
さ
れ
た

方
は
、
役
場
に
罹
災
の
届
出
を

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

で
も
皆
さ
ん
無
事
で
良
か
っ

た
で
す
。
防
災
対
策
は
日
頃
か

ら
や
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

春
は
や
っ
ぱ
り
桜
が
い
い

さ
く
ら
き
れ
い

何
故
！

葉
よ
り
早
く
咲
き

そ
し
て
一
斉
に
花
は
散
る

儚
さ
を
感
じ
る

村
民
の
皆
さ
ん
、
私
達
議
会

議
員
は
五
月
を
も
っ
て
任
期
満

了
で
退
任
と
な
り
ま
す
。

永
い
間
本
当
お
世
話
様
に
な

り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

感
謝
で
す
。

（
三
澤
榮
三
）
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議会中継
録画配信のご案内

　湯川村議会では、年４回（６・９・
１２・３月）の定例会で行われた一般質
問の録画中継を公開しています。
　一般質問は、行政に対し疑問点をた
だし、所信の表明を求め、政治姿勢や
政策の目的・効果を明らかにさせるな
ど、議員の花形ともいえる議会活動の
一つです。
　スマホやパソコンで見る
ことができますので、この
機会にぜひご覧ください。

湯川村議会の主な動き
１月

31日 議会運営委員会
議会全員協議会
湯川村商工会との懇談会・新年会

２月
３日 総務文教常任委員会所管事務調査

（村内小中学校授業参観・給食試食）
５日 会津若松地方広域市町村圏整備組合議会定例会
６日 第571回湯川村議会臨時会

公共施設等整備調査特別委員会
10日 会津地域大雪対策に対する緊急要望提出（湯川村長へ）
19日 両沼地方町村議会議長会定期総会
20日 湯川村老人クラブ連合会懇親会
21日 会津若松地方広域市町村圏整備組合議会定例会
25日 議会運営委員会

議会全員協議会
公共施設等整備調査特別委員会

26日 例月出納検査
福島県町村議会議長会第２回定例総会
町村長・議会議長合同行政懇談会

３月
４日 会津若松地方広域市町村圏整備組合議会運営委員会
５日 第572回議会定例会　14日まで
13日 湯川中学校卒業式
18日 会津若松地方広域市町村圏整備組合議会臨時会

会津坂下警察署幹部職員送別会
19日 ゆがわ幼稚園卒園式
21日 笈川・勝常小学校卒業式
26日 例月出納検査
27日 教職員離任式

４月
１日 辞令交付式
３日 教職員対面式
４日 議会全員協議会
５日 みやぎ会津会第18回総会
６日 消防団春の防火パレード   写真

消防団幹部顔合わせ会
７日 笈川・勝常小学校入学式

湯川中学校入学式
８日 ゆがわ幼稚園入園式
17日 両沼地方町村議会議長会臨時総会

両沼地方町村議会議長会行政懇談会
21日 広報広聴委員会
24日 例月出納検査
27日 消防団春季検閲式

▲ 消防団春の防火パレード

▲ 任期当初の写真　～お疲れ様でした～




